
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

速報！ 
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内閣府からご依頼をいただき、7 月に当法人の子どもの居場所づくり事業について

テレビ朝日映像株式会社に取材いただきました。 

その様子が政府（内閣府）広報番組としてこの度放映されます。 

 今回の取材ではタレントのつるの剛士さんが富田地区に来られ地域に根ざす支援

の現場として行政、大学、学校、企業、民間の方々の連携による子どもたちの包括支

援をテーマに取材いただきました。みなさまぜひご覧ください。 

 

【子どもたちの未来のために～地域に根ざす支援の現場～】 

 

〇テレビ朝日（地上波）   ９月１８日(土） 午前１１時～ 

〇ＢＳ朝日          ９月１９日(日） 午後１時～ 

   ＊テレビ朝日(地上波)は東京キー局のみの放映となります。BS朝日は全国放   

     映となります。 

政府（内閣府）広報において放映決定 
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政府（内閣府）広報番組「子どもたちの未来のために」 

～地域に根ざす支援の現場～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ禍で孤立が進む今。子どもたちの

暮らしと学びを支える草の根活動が全国に

広がっていると言います。そこで、つるの

剛士がその支援の現場を訪ねます。 

 東京都豊島区『いけいけ子ども食堂』の

活動と人々の想いを取材。また、板橋区『地

域リビング プラスワン』で行われているの

は、『おうちごはん』という取り組み。さら

に「学び」に対する活動について探るため、

大阪府高槻市富田町の『コミュニティース

ペース NikoNiko』へ。子どもたちを支える

活動を通し、日本の未来を見つめます。 

（番組公式ホームページより） 

 

 

内閣府からご依頼をいただき、7 月に当法人の

子どもの居場所づくり事業の一つである「学習支

援事業わんぴーす」および「フードパントリー」等に

ついてテレビ朝日映像株式会社に取材いただき

ました。その様子が内閣府特番としてこの度、放

映されます。 

 取材では、タレントのつるの剛士さんが富田地区

に来られ、地域に根ざす支援の現場として行政、

大学、学校、企業、民間の方々の連携による子ど

もたちの包括支援をテーマに取材いただきまし

た。みなさまぜひご覧ください。 

 

多セクター協働による包括支援  

子どもたちの未来のために 

つるの剛士さんによる取材の様子 

〇放送後 Ｔｖｅｒでも配信予定です https://tver.jp/ 

〇テレビ朝日のホームページ https://www.tv-asahi.co.jp/kodomo_mirai/ 

https://tver.jp/
https://www.tv-asahi.co.jp/kodomo_mirai/


 

 

内閣府「子供・若者白書」にご掲載いただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    （子供・若者白書第 3章第 1節） 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域・家庭・学校・行政・大学・企業等の多セク

ターの共創によって社会課題の解決を行う仕組み

「コミュニティ再生プロジェクト」の 2か年目を 6月

24日（木）に発足しました。会議は、事務所、コミュ

ニティスペース Niko Niko と各メンバーをオンライン

（ZOOM）でつないでのハイブリット開催。 

志水宏吉（大阪大学教授）プロジェクト座長はじ

め、大学の研究者や院生、学生、地元小中学校

関係者、地域関係団体、企業関係者ら総勢 40名

を超える規模となりました。 

コミュニティ再生プロジェクト 
2年目が始動 

全国の支援の 

フロントランナーを目指す 

 今年度からこれまでの富田エリアにおける

「コミュニティスペースプロジェクト」「教育コミ

ュニティプロジェクト」に加え、高槻市域全域

を対象とした「多セクター共創による市域広

域ネットワーク構築」に向け、新規 2事業に

着手することを提案。 

 これまで中学校（第四中学校区）において

支援のひな型を創ることを法人として目指し

てきましたが、その実績を踏まえ市域広域

事業へと大きなチャレンジに踏み出します。 

 

「子ども・若者育成支援推進法」に基づく年次

報告書として、毎年、発行されている「子供・若者

白書（旧青少年白書）」が公表されました。白書で

は本年 4月 6日に策定された「若者育成推進大

綱」に沿って施策を掲載。 

 あわせて、基本施策に関連する民間・自治体等

の特徴的な 11事例を「column」（コラム）として紹

介いただいていますが、その一つとして当法人の

「新型コロナ禍における緊急支援」の取り組み「食・

学び・制度への伴走支援」が紹介されました。 

       



 

 

居場所の包括連携による 
全国のモデル地域づくり 

  

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これまで中学校区を対象に行ってきた支援のひな型・ノウハウを市域広域に広げています。そのために

「高槻市子どもみまもり・つながり訪問事業（市委託事業）」「居場所の包括連携によるモデル地域づくり

（全国子ども食堂支援センター）」を新たにスタートしています。 

  

 

 

新型コロナウイルス感染症の影響により、子ども

の見守り機会が減少し、児童虐待のリスクが高まっ

ていることから、地域の目が行き届きにくい未就園

児等がいる家庭を訪問するなどし、状況の把握や

子育てに関する相談、子育て支援サービスの情報

提供等、家庭での養育支援を行い、子どもの見守

り体制の強化を図ることを目的に高槻市が実施す

る「高槻市子どもみまもり・つながり訪問事業」を受

託いたしました。 

  

 

実施にあたり市内の保育所の元所長や副所

長、長年市民活動や子育て支援に携わってこ

られた方々9名をメンターにお迎え。また、市内

において保育士をはじめ様々な子育て支援を

されている子育て層 30名を加え総勢約 40名

の方々が参画いただいています。 

 

高槻市子どもみまもり 
つながり訪問事業を実施 

長年の経験やノウハウの継承 

実施にあたっては「高槻市の子育て支援」「子ど

も理解・親理解」「傾聴」「絵本を通して」「いろんな

背景に思いをはせて」などの 7回の訪問員研修と

実際に訪問員として携わっていただく方々を対象に

2回の実務者研修の計 9回を対面、オンラインの

ハイブリッド形式で実施。 

8月より高槻市内 250件のご家庭の訪問を順次

スタートしています。 

 

専門性の研修 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

居場所の包括連携によるモデル地域づくり（全国） 

もう一つの事業は、認定 NPO 法人全

国子ども食堂支援センター・むすびえ

（代表 湯浅誠さん）が休眠預金の通常

枠事業として募集した 「居場所の包括

連携によるモデル地域づくり・全国」。 

この事業では高槻市域を対象に、

「つながる・食べる・学ぶ・生活を支え

る」をキーワードに①第三の居場所のネ

ットワーキング、②フードパントリー、③学

習支援、④大学、元保育所 OG 等と連

携した専門職・担い手の育成を行うこと

で高槻市域に民と民、官と民の連携に

よる面（セーフティネット）を構築すること

を目的に実施しています。 

 

 
〇イベント情報！ 「地域から広がる第三の居場所シンポジウム」開催 

【日時】10月 30日（土）13時～14時 45分 

① 講演会：13時～14時 

 講師：湯浅誠さん 

（全国子ども食堂支援センター・むすびえ理事長） 

② シンポジウム：14時～14時 45分 

高槻市内子ども食堂団体シンポジウム 

 

【対象】 子ども食堂・第 3の居場所などに興味がある方 

【定員】対面とオンライン（ZOOM）の併用で実施します。 

    ・対面（高槻市立現代劇場 402号室） 先着 100名 

    ・オンライン（ZOOM） 先着 100名 

【申込先】市民公益活動サポートセンター  

☎０７２－６６８－１７８１ 

・申込期間 １０月３日～１０月２２日 

・申込方法 電話・直接 

 

※今後の感染状況によっては事業の内容を変更・中止する場合があります。 

 



 

 

  

 

 

 

「Takatsuki Art Callenge
展」＠安満遺跡公園 

障がい者の文化芸術活動の推進を目的に

高槻市在住の作家による個性豊かな作品を

紹介するアート展が 7月 1日～4日に安満遺

跡公園内で開催されました。 

主催は高槻市でボーダレスアート教室「わ

んだーぼっくす」受講生からも中園晋さん・

村濱正博さん 2 名 8 作品が出展されました。

新型コロナ禍で周知が直前となり、また梅雨の雨

模様の中でしたが 780人もの市民のみなさまに

ご来場いただきました。ありがとうございました。 

 

  

 本アート展は「個性と能力を発揮し、アートを

通じて自らの可能性や社会参加にチャレン

ジする障がいのある人を応援し、文化芸術振

興の新たなステージにチャレンジする」との

高槻市の開催趣旨を十分に発揮したアート

展となりました。 

  

 今回のアート展には当法人が主宰するボーダレスアート教室

「わんだーぼっくす」受講生 2名 8作品も出展の機会をいただ

き、オープニング式典にもともに出席させていただきましたが、

高槻市関係者の皆さん、監修いただいたアトリエライプハウス

の大澤先生はじめご来場者のみなさんにも重ねて御礼申し上

げます。 

 

 

発行// （一社）タウンスペースWAKWAK 〒569-0814 高槻市富田町 2 丁目 13-8 ハイツ白菊 1F 

TEL / FAX 072-693-9005  E-mail jinken@ba.wakwak.com   URL http//wak2.jimdo.com 

 昨年に続き多セクターとの共創による「コミュニティ再生

事業」の取り組みが大阪大学国際共創大学院による「独

創的教育研究活動賞」（「多セクターの共創による社会的

不利を抱える家庭の要支援状況の可視化によるソーシャ

ルアクション-大阪府高槻市における多文化共生コミュニ

ティづくりにおける実践と研究の往還-）を受賞しました。 

今後、ここで得られるノウハウや知見を論文（書籍）を通

じて発信し、他地域の課題解決の一助にも活かします。 

 

コミュニティスペース 
Niko Niko 本格始動 

  みなさまの多大なご支援により民家を改装し生ま

れた「コミュニティスペース Niko Niko」。 

5 月から事業を開始し、学習支援わんぴーすの

居場所、高槻市子どもみまもり・つながり訪問事業

の訪問員研修の場、近隣の大学や学校等からの

視察の受け入れ場所・・・と多様な事業の拠点とし

て本格始動しております。今後、この場を拠点に子

どもから高齢者まで多様な方々の交流の場として

展開していきます。 

 

（編集後記） 

コミュニティスペースが本格始動しました。みなさまから頂いた多大なご支援やご期待に応えるべく、高槻市域の

広域事業等の拠点としても市内の多様な家庭の支援につないでいきます。改めてご支援に感謝申し上げます。 

多セクターとの共創の活動に対し 
大阪大学大学院「独創的教育研究活動賞」を受賞 

 


